
  

 

令和８年度盛岡広域圏高校生インターンシップ事業 実施要領 

 

１ 目的 

盛岡市、八幡平市、滝沢市、雫石町、葛巻町、岩手町、紫波町及び矢巾町からなる圏域（以下

「盛岡広域圏」という。）の主に就職を希望する高校生に就業体験等の場を提供することにより、

高校生が主体的に職業選択をできる能力の育成を図るとともに、地元企業の特色・魅力などを伝

えることにより、地域の将来を担う人材の地元定着を図ることを目的とする。 

２ 事業実施主体 

事業実施主体は、岩手県盛岡広域振興局、盛岡市、八幡平市、滝沢市、雫石町、葛巻町、岩手

町、紫波町及び矢巾町で構成される盛岡広域圏高校生インターンシップ事業実施協議会とし、事

務局を盛岡市とする。 

３ 対象生徒 

原則として、盛岡広域圏内の高等学校（以下「学校」という。）に在学する者を対象とする。 

４ 参加対象事業所 

原則として、盛岡広域圏内に就業場所を有し、新卒者の求人を予定している事業所を対象とす

る。 

５ 実習時期及び期間 

原則、７月下旬から10月下旬までのうち５日間以内 

なお、やむを得ない理由が生じたときは、必要に応じて調整するものとする。 

６ 事業実施方法 

(1) 参加事業所の募集手続 

各市町は、各市町内の事業所に対し、本事業の実施に係る周知を行う。 

本事業への参加を希望する事業所は、「参加申込書【事業所用】（様式第１号）」、「実習概要

書（様式第２号）」及び「実習受入可能日程表（様式第３号）」を事務局に提出する。 

なお、「実習概要書（様式第２号）」及び「実習受入可能日程表（様式第３号）」は、本事業

の実施のために盛岡広域圏の各市町公式ホームページ等で公開するものとする。 

(2) 参加高等学校の募集手続 

事務局は、岩手県盛岡広域振興局と連携して、盛岡広域圏内の高等学校に対し、本事業の実

施について参加事業所（以下「事業所」という。）の情報と併せて周知する。 

本事業への参加を希望する高等学校は、参加する生徒（以下「実習生」という。）の希望を

聴取した上で、実習生ごとに氏名、性別、学科、実習を希望する事業所、実習可能期間等をと

りまとめ、「参加申込書【高等学校用】（様式第４号）」及び「実習希望調書（様式第５号）」を

事務局に提出する。 

(3) 実習先事業所の調整 



 

 

事務局は、「実習受入可能日程表（様式第３号）」及び「実習希望調書（様式第５号）」を基

に、実習生の実習先となる事業所、実習期間を調整する。 

なお、実習希望者数が受入可能人数を上回る事業所がある場合は、実習先事業所、実習期間

の再調整を行う。 

(4) 実習生受入れの依頼 

事務局は、実習生から実習希望があった事業所に対し、実習生の氏名、高等学校名、学科、

実習期間、高等学校担当者名その他受入れに関して必要な事項を通知し、実習生の受入れを依

頼する。 

(5) 実習先事業所の通知 

事務局は、実習生が所属する高等学校（以下「学校」という。）に対し、実習生の実習先事

業所、実習期間、実習先事業所担当者名その他実習の実施に関して必要な事項を通知する。 

７ 実習生への事前指導 

インターンシップに取り組むに当たって意識するべきビジネスマナーや取組姿勢等について学

ぶため、原則として、実習生は、事務局が実施する事前研修を受講するものとする。ただし、所

属する学校で実施する同様の研修を受講する場合を除く。 

８ 事業参加に係る確認 

  事業所及び学校は、別に定める留意事項に同意した上で参加申込みを行うこととする。 

９ 報酬等 

実習生に対し、報酬等（日当、交通費、食費等）は、支給しない。 

10 賠償責任保険の加入 

(1) 学校長は、実習生の実習中における偶発的な事故を担保するため、賠償責任保険及び傷害保

険に加入させるものとする。 

(2) 実習において損害が発生した場合は、保険契約の定めるところにより対応するものとする。 

11 事業所の遵守義務 

事業所は、次の事項を遵守しなければならない。 

(1) 実習内容が単一なものにならないよう留意すること。 

(2) 実習に係る賃金等を実習生に支払わないこと。 

(3) 実習に要する素材、工具等の費用を実習生から徴収しないこと。 

(4) 実習中に事故及び災害が発生しないように、設備等の点検等に配慮し、実習生の安全確保に

万全を期すこと。 

(5) 実習中に実習生に事故及び災害が発生した場合は、直ちに事務局及び学校に連絡すること。 

(6) 実習生の個人情報は、第三者に漏らさないこと。 

12 実習生の遵守義務 

実習生は、次の事項を遵守しなければならない。 



 

 

(1) 実習期間中、実習先事業所の指示及び指導に従うこと。 

(2) 実習期間中、職場の風紀、秩序維持に努めること。 

(3) 実習期間中、故意又は重大な過失により、実習先事業所に損害を与えたときは、賠償するこ

と。 

(4) 実習中に知り得た秘密事項は、第三者に漏らさないこと。 

(5) 実習に係る賃金等を実習先事業所から受領しないこと。 

(6) 実習生は、実習を欠席、遅刻又は早退する場合、実習先事業所及び所属する学校に対し、あ

らかじめ連絡すること。 

(7) 実習生は、「実習に係る誓約書（様式第６号）」を実習先事業所に提出すること。 

13 実施報告書の提出 

実習生は、実習終了後、速やかに「報告書（様式第７号）」を作成し、学校に提出するものと

する。 

学校は、実習生全員の実習が終了した日から起算して１か月以内に、同報告書の写しを事務局

に提出するものとする。 

14 その他 

この要領に定めのない事項については、別途協議する。 

15 実施期日 

この要領は、令和８年３月17日から実施する。 

 


